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序

新潟平野の中央部に位置する白根市は、周囲を信濃川と中ノロ川に囲まれた

水郷地帯です。

現在でこそ美田が一面に広がる田園都市でありますが、江戸時代以前は、多

くの潟や沼が存在し、葦が一面に繁茂する荘洋の地であったと言われています。

また、この地を囲むように流れる信濃川と中ノロ川は、大水の度に破堤を繰り

返す暴れ川でもありました。白根郷の人々は常に洪水と隣り合わせの中で生き

る宿命を背負っていたのです。

先人達はこのような悪条件の中で、洪水と闘いながら荒れた大地を切り開き、

葦沼を耕地に変え、広大な水田をつくりあげました。現在の当市の繁栄は、ま

さに先人たちの努力の結果と言えましよう。

さて、昨今新潟平野のあちこちで沖積低地から遺跡の発見が相次いでいます。

これまで不毛の地であり、遺跡が少ないと考えられていた新潟平野ですが、水

田下にも昔の人々の生活痕跡が埋没していることが明らかになりつつあります。

当市におきましても、昭和58年の庄瀬地区における馬場屋敷下層遺跡の発見

により、鎌倉時代までその歴史が湖ることが判明しました。平成14年には、戸

頭の浦廻遺跡で鎌倉時代の葬送に関係すると思われる発見がなされ、中世史の

解明に一石を投じております。

文化財は国民共有の財産であると共に、郷土の歴史を語る貴重な語り部でも

あります。本報告書が、郷土の歴史・文化を解明する一助となれば幸いです。

最後に、格別なるご指導．ご協力を賜った新潟県教育庁文化行政課をはじめ

調査に従事されました作業員各位ならびに調査にご理解。ご協力をいただいた

関係機関・事業者・地権者及び工事関係者に対し、この場を借りて厚く御礼申

し上げる次第です。

平成17年３月

白根市教育委員会

教育長栗林貞義



言

１．本報告書は、平成13～平成16年度にかけて白根市内において各種開発等に伴い実施した試掘・確認調査

の記録である。

2．これらの調査は、白根市教育委員会が文化財保護事業として実施しているものである。

3．調査に関する経費は、平成13年度および平成15年度については市の単独事業として実施し、平成16年度

については国庫および県費補助を受けた。

調査は白根市教育委員会が主体となり実施した。調査体制は以下のとおりである。

平成13年度

調査主体白根市教育委員会教育長栗林貞義

総括同生涯学習課長高橋直麿

管理同生涯学習課長補佐長谷力男

庶務同生涯学習課生涯学習推進係長山田久美子

調査担当新潟県教育庁文化行政課国島聡・波多野孝

平成14年度

調査主体白根市教育委員会教育長栗林貞義

総括同生涯学習課長藤原照夫

管理同生涯学習課長補佐高井要一

庶務同生涯学習課生涯学習推進係長山田久美子

調査担当同生涯学習課生涯学習推進係主事潮田憲幸

平成15年度

調査主体白根市教育委員会教育長栗林貞義

総括同生涯学習課長藤原照夫

管理同生涯学習課長補佐高井要一

庶務同生涯学習課生涯学習推進係長渡辺一也

調査担当同生涯学習課生涯学習推進係主事潮田憲幸

平成16年度

調査主体白根市教育委員会教育長栗林貞義

総括同生涯学習課長坂井治一

管理同生涯学習課長補佐高井要一

庶務同生涯学習課生涯学習推進係長渡辺一也

調査担当同生涯学習課生涯学習推進係主事潮田憲幸

整理作業補助同生涯学習課臨時職員本間初美
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調査により出土した遺物および図面・写真等の記録は白根市教育委員会が一括して保管している。

本報告書の執筆および編集はすべて潮田が行った。

本書で示す方位はすべて真北である。

発掘調査から本書の作成にあたり、下記の諸氏、機関から多大なご指導、ご協力を賜った。厚く
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） 発掘調査から本書の作成にあたり、下記の諸氏、機関から多大なご指導、ご協力を賜った。厚く御礼申

し上げる（敬称略・個人名は五十音順。機関名は順不同。機関等の名称は調査当時のもの）。
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I章序説

１.白根市の地形環境

新潟平野の中央部に位置する白根市は、東西約5.6kｍ、南北約19.2kｍの細長い形状をなし、面積77.06km2を

測る。北は新潟市、東は新津市・小須戸町・田上町、西は味方村・月潟村・中之口村、南は燕市・三条市・

加茂市に接している。市内には幹線国道である国道8号が縦貫し、新潟～三条方面を結ぶ重要な交通路となっ

ている。８号線は市の中央部で国道460号線と交わり、新津～巻方面と連絡する。

標高は最高5.5ｍ、最低-0.23ｍで、最南部の新飯田地区から北東に向かって徐々に傾斜している。地質は

河川が運搬した土砂が堆積して形成された沖積層からなり、地形は大きく自然堤防と後背低地に分けられ、

古くからの集落はおおむね自然堤防上に立地する(第２図、第３図)。

自然堤防は主に信濃川、中ノロ川および旧笠巻川(註1)沿いに連続して認められる。信濃川沿いで特に発達

し、両河川の間には広大な後背低地が広がっている。自然堤防の分布は市の南部で密、北部で粗となる。

南部では信濃川と中ノロ川の間を縦貫するように連続した分布が認められ、旧河道の名残を比較的良くと

どめている。北部の自然堤防は主に中ノロ川、信濃川および旧笠巻川沿いに分布しているが、中ノロ川の自

然堤防の発達は弱い。信濃川と旧笠巻川の自然堤防は発達が比較的良好で、市の北東部は比較的起伏に富ん

だ地形となっている(第２図)。内部には島状の自然堤防の分布が若干見られるが、南部と比べて発達が弱く、

連続‘性も認められない。

後背低地は、一般に低湿・低平で水はけが悪いため、居住には適さず、主に水田として利用されている。

横断面で見ると信濃川・中ノロ川から市の内部に向かって凹レンズ状の断面を呈しており、内水が集まり易

い地形となっている。このような条件により、市の内部には数多くの潟湖が形成されることとなる。大きな

ものでは白根、臼井、小林地区にまたがる白蓮潟、根岸地区の太婦潟、大郷地区の大潟、茨曽根地区の道潟

などがある(第３図)が、この他にも大小無数の潟・沼が存在していたことが「白根市史」「中蒲原郡誌」等の

記述からわかる。潟湖は農業用水の取水や漁場としてだけでなく、内水面交通路としても利用されており、

周辺の住民にとって重要な資源でもあった。これらの潟や沼は江戸時代末までにほぼ干拓され、昭和以降の

耕地整理と乾田化の進行により、大半が姿を消している。

２.市内の遺跡とその立地

白根市では平成17年３月１日現在、１９か所の遺跡が周知されている(第１表)。最古の遺跡は平安時代までさか

のぼるが、詳細が判明しているのは、本格的な調査が行なわれた庄瀬地区の馬場屋敷遺跡(鎌倉後期、室町～

戦国)、興野遺跡、若宮様遺跡(いずれも室町～戦国)、戸頭の浦廻遺跡(鎌倉～南北朝)、馬場屋敷の塚(江戸）

の5遺跡である。

遺跡は、そのほとんどが自然堤防もしくはその縁辺に位置している。自然堤防上の遺跡は包含層までの深

度が比較的浅く、分布調査によって確認しえる。馬場屋敷遺跡、若宮様遺跡(第２図)などの室町以降の遺跡は

田面から数10ｃｍ程度で遺構を確認しえるが、馬場屋敷遺跡では鎌倉後期の生活面が室町時代の面の1.5ｍ下か

ら発見されており、複数の時期にわたって遺跡が営まれていたことが判明している(註2)。

後背低地は、ほとんどが圃場整備された水田であるため、表面観察による遺跡の発見が極めて困難である。

浦廻遺跡(第２図NQ15)、拾参番割遺跡(第２図NQ19)は水田下1.5～2ｍで発見されており、沖積層下に未発見の

遺跡が存在する可能性を示唆している。また、拾参番割遺跡では後背低地にありながら地下で安定した土壌

が確認されるなど、地表面観察では予想しえない地形の存在も明らかになっている。
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３.歴史的環境

ｌ)縄文時代

縄文時代の遺跡は白根市では発見されておらず、当時の状況は不明である。新潟砂丘上には縄文早期

からの遺跡が分布しており、新潟市的場遺跡・緒立遺跡(旧黒埼町)では本格的な発掘調査が行なわれ

［渡漫1994,1998］、縄文晩期のまとまった資料が得られているが、砂丘の背後の広大な沖積低地での人

間活動ついては不明な部分が多い。

味方村味方排水機場遺跡では昭和30年代に排水機場を掘削した際に地下20ｍから縄文中期後半と思われる

土器片がまとまって出土した記録がある［高浜ほか2002］・新潟平野の古地理の復元については卜部厚志

らの研究に詳しい［卜部ほか2002］が、それによれば縄文中期後半に遺跡付近は陸化していた可能性が高

いとされる。味方排水機場遺跡の事例は、縄文時代の地形・環境を考える資料として、今後も検討されるべ

きものと考える。

２)弥生・古墳時代

この時代の当市の状況は、縄文時代以上に不明である。角田山麓、新潟砂丘、新津丘陵には多数の遺跡の

存在が認められ、砂丘部、丘陵部を中心に定住生活を営んでいたものと思われるｄ市内ではこの時代の遺跡

は確認されていないが、微高地などに居住していた可能性は否定しえない。

３)奈良・平安時代

奈良・平安時代には、断片的ながら文献資料が残されている。庄瀬では延暦年間(782～806年)に京都から

の移住者により開拓が行なわれたとあり［飯田1989］、この時期に低地の開発が本格化したものと思われる。

この時代の遺跡では、平成16年に茨曽根地区で発見された拾参番割遺跡から、溝状遺構および円形ピット

と、１０世紀前半の土師器の無台椀が出土している。周辺市町村では味方村曽根下遺跡、中之口村茶院遺跡、

燕市三角田遺跡などが調査され、曽根下遺跡では竪穴住居2軒が検出されている。

４)中世

文献資料、考古資料ともに一気に増加する。

中世の白根市周辺には国街領である金津保、私領である青海荘、弥彦荘が存在したことが知られているが、

永正年間(1504～1521年)成立の『蒲原郡段銭帳」には青海荘の領分として｢蓑口条｣、「小吉之条｣の名が見え、

市域の一部が青海荘に組み込まれていたことが確認できる。蓑口は白根市大字上下諏訪木から大字白根ノ内

七軒にかけて町名が残り、小吉之条は主に新飯田～戸頭間の中ノロ川沿いおよび白根市中南部一帯を指すと

され［飯田前掲］、現中之口村小吉が遺称地と考えられている。

また、１６世紀末の文書には、白根、庄瀬、茨曽根、赤志(赤渋)などの集落名が登場し、中世末には市内の

主な集落が成立していたことがうかがえる(註3)。

白根市の中世遺跡は16か所を数え、全体の84％を占める。昭和58年に調査された鎌倉後期の遺跡である馬

場屋敷下層遺跡では、正応二年(1289年)銘の記された木札を含めた木簡52点のほか、斎串、人形などの呪術

具や珠洲焼等が多数出土し、周囲に溝を巡らした方形の建物跡も確認されている［川上ほか1983］。また

平成14年に県教委が実施した浦廻遺跡(鎌倉末期)の発掘調査では、108点の木簡と人骨が出土し、中世の葬送

に関する発見がなされている［本間克成ほか2003］・木簡の中には元膳二年(1320年)銘の卒塔婆があり、遺

跡の年代が判明している(註4)。

（註ｌ）笠巻川は17世紀までは信濃川の本流であり、現在の白根市臼井から西側へ曲流し、赤渋、鷲ノ木新田を経て新潟市

楚川付近で中ノロ川と合流していたが、１８世紀中頃から水流が減少し、1828年の三条地震で生じた河床の隆起により

河川としての機能が半ば失われたため、耕地化されている。旧流路は現在でも明瞭に残り、地形図、航空写真によっ

て容易に判別しえる。

（註２）遺跡の立地は現集落と重なる部分が多く、遺跡の多層化が予想される。

（註３）庄瀬が1577年、茨曽根が1587年、赤渋(赤志村の名で登場)が文禄年間(1592～1596年)、白根は1577年の文献にそれ

ぞれ記録がある。

（註４）これらは平成16年度に県指定文化財となっている。
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地区名.''遺跡名

他田中地区

i5頭。:Ⅱ』中地|ﾒ:<前遺跡〉

万年地Ⅸ

戸頭地区

上新田地区

|新飯;N:地区
'一農下諏訪木地塵
大郷地寅

白根地区

茨曽根地茎〈拾参番割遺跡；

了造.塩俵地庶

国土地理院１／50,000地形図「新津｣(平成９年１月発行)、「弥彦｣(平成４年１０月発行）をもとに作成

調査種凱

試掘調査

試掘調査

試掘調査

試掘調査

試掘調査

試掘調査

試掘調査

試掘調査

試掘調査

試掘調査

試掘調査

調査原因

北部弗継ポンプ場の建設

複合大型店舗識ふびパチン.｡A鰭建設

広域農道の析設

集合性宅の建設

２場おふが駐巾場の建設

特別養護老人本・・ムの建設

複合大型賎舗の建設

堤防の拡幅

住宅団地造成

駐Iに場造成

河道掘.¥O；

調査期間

平成１３年７月１８日

平成13年12月311～:２日、工.z成皿年3j]４m～７日、８月2コ～８１］

平成15年５月:2、：３１］

軍成１５年８月２０日

平成15年１１月１７日～平成16年3ﾉﾆｇｉﾖ、平成:6年12月１５日～21ロ

支成16年６月唯日、：８f１，８月Ｚ;ｈ
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第１表白根市内埋蔵文化財包蔵地一覧

ｒ
町
■

ｲ、

Ｎ

ぅと潰跡立地(番号は笛１

７

目

６

NbL

1１

１２

1３

1４

1５

1６

ﾕ７

L８

1９

遺跡名

永安寺の五輪等群

等達寺の五輪塔

林業寺の五輪塔

牛崎館跡

浦廻遺跡

前遺跡

古町遺跡

下田保遺跡…
拾参番割遺跡

種別

石塔

石塔

石塔

城館跡

墓地・祭祁

遺物包含地

遺物散布地

遺物包含地

遺物包含地

時代

室町

室田屋

室町

中世？

鎌倉へ,南北朝

室町

室町

中世

平安

NＣ

１０

遺跡余

若宮様遺跡

馬場屋敷遺跡

馬場屋敷の塚

庄瀬館跡

兎館跡

新飯田館跡

元屋敷遺跡

興野遺跡

戸石墓

嵐潟遺跡

種別

遺物包含地

遺物包含地

塚

城館跡

城館跡

城館跡

製鉄跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

時代

室町

鎌倉～室町

i江戸

室町

室町

室町一
中世

室町

室町

鎌倉
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■
尾

ｌ北田中地区

調査原因：北部中継ポンプ場建設(公共事業／白根市）

調査期間：平成13年７月18日

調査面積：103㎡(開発総面積の10％）

調査概要：調査地点は白根市北部の低湿地帯にあり、かつての潟湖(太婦潟)跡である(第４図)。付近に周知
の埋蔵文化財包蔵地はない。調査にあたっては5か所にトレンチを設けた(第５図)。掘削は、重機を使用し
て深さ2ｍを目途に掘り下げ、遺構・遺物の有無を調査し、土壌の堆積状況を観察・記録後、埋め戻した。
土質は比較的締まりがあるものの、シルトと細砂を主体とする水成堆積である(第６図)。遺構・遺物等の
出土はなかった。

》
〆
榊
》

。
．
、
９
．
．
白
。
◇
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ

Ⅱ 章調査概要

帽
4Ｔ

岸

、
1

11,1
、

ロ

|”
０９

「一

’’１

ム：０

‘！i,一弐

Jf膿’

Ｎ

ザ

、

bｳﾛ

一一基rダＵｌｌｌﾀｲﾆ…
,ＩＣ

"っ雲
(．|謬り／Ｌ二

膿遥室些ぎし 5０
延
引〆ざ･

)６１
＝＝
･’

１，３１

。’

ぬ｜

叩１

，１
霊Ｆ

塵Ｉ

鼠

灰黒色

粘土
、

』
一
Ⅲ
一
，

辿
一
Ｉ

青青雫:雷~門７Ｗ｡“塵…‘’

Ｉ
涙
『
罰
淵
霧
釧

肯灰色

砧土

ｆ
一 ．』｜ｌ

；|｜
；’’１１

咳；Ⅲ｜｜
蝋制

り

０
日ｌｎｌ

ｌｌ
Ｌ－－Ｉ
,I １，１Ⅲ｜Ⅲ.,，’ |Ⅱ1１

1００

｡，！
ｏｇ

ＵＩ
111』｣

〃
。男

I

第５図北田中地区トレンチ配置図(S=1／1,000）

1J｣‐”

嶋埼
’'6１

１１；ｌｉｉ

ｌ,‘｜“ｉＴｉ,‘Ｉ
ｌｌＩ….~.．Ｉ
Ｌ'。’

=子．－－
，Ｉ
ｉＩ

1５０

2001ー

冨一プ
０

Ⅱ

◎凸

,4

に

qザ

訂 mＧＰｄ

一

Ｔ
Ｉ
Ｉ

’’

’’

'’’’
’１

ｰ

’｜
|”，

!r鮒

Ｒ＝５０ｏＯ
ＯＯ

Ｉ１ｌ

.....」

ミj~こ－K
：；・Ｉ：

Ｉ ｉ

Ｄ－Ｉ
ｌ｜

｜’’｜

鱒÷-１
１'’１

北田Ｉ中

０
‐
昏
Ｐ
‐
４
吋
‐
■
“
‐
】

■
旬
● １

１０ン

０

Ｆ・’一 Ｉｌｌｌ

200ｍ11

第６図

北田中地区土居柱状図
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第４図北田中地区調査地位置図(S二1／5,000）
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２戸頭・田中地区(前遺跡）

調査原因：複合大型店舗およびパチンコ店建設(民間事業）

調査期間：平成13年12月３日～12日、平成14年３月4日～7日、８月１日～8日

調査面積：1,893㎡(開発総面積の34,000㎡の5.56％）

調査概要：調査地は中ノロ川の自然堤防末端に位置し、標高は約1ｍを測る(第７図)。付近には周知の埋蔵

文化財包蔵地である浦廻遺跡(中世)が存在する。調査にあたっては区域全体をカバーするように、トレン

チを68か所設定し(第８図)、重機を使用して深度2ｍを目途に掘り下げて遺構・遺物の有無を調査し、土壌

の堆積状況を観察・記録後に埋め戻した。なお、北側部分(67T、６８，は工事立会中に発見され、急渥、記

録をとったものである。

基本土層(第９図)は調査区東部と西部で若干の違いが見られ、西部は水成堆積の軟弱地盤、東部がやや安

定した地盤となっている。

遺構・遺物は北東部を中心に確認された。遺物包含層が黒色～白色粘土層、遺構確認面は暗灰色粘土層

（第９図)で、溝状遺構4条、土坑12基、ピット3基が検出されている(第10図)。遺物は2５．２６．４０．６０．６２．
６７．６８Tで珠洲焼6点、蓋器形陶器2点、唐津1点、木製品5点が出土した。珠洲焼は播鉢2点、口縁部破片1点、

胴部破片3点で、形態からⅣ～Ｖ期(14世紀～１５世紀半ば／［吉岡19941による)に該当するものと思われる

（第11図1～5)。第11図6は下駄の差し歯で、接地面にむかって広がる｢銀杏歯｣である。それぞれ遺構との共
伴関係は確認されなかったものの、出土状況および層位から見るに、遺構と遺物は同時代と考えられる。

遺構・遺物が検出された地点は、盛土して駐車場となり、遺跡に影響を与えることがないため、本発掘

調査の必要はないと判断した。工事中に発見された67T、６８rについては、文化財保護法にもとづく手続き

を行い、工事継続とした。

なお、当遺跡は平成14年８月16日付で周知の埋蔵文化財包蔵地として登録され、小字名をとって前遺跡と

命名された。

第７図戸頭・田中地区調査地位置図(S二1／5,000）

７
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第１０図戸頭・田中地区検出遺構平面図(S二1／160）
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下線のトレンチは遺構・遺物が確認されたもの。
第８図戸頭・田中地区トレンチ配置図(S=1／2,000）
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60T出土

珠洲焼壷

時期：Ｖ期

残存：口縁部破片

T種

残存：胴部破片
４

珠洲焼片口鉢

時期：Ⅳ期

口径：33.4ｃｍ

底径：13.3ｃｍ

器高：13.6ｃｍ

残存：口縁1/８，底部1/３ 蕊 60Ｔ出土

珠洲焼壷R種

残存：胴部破片

そ
25T出土

珠洲焼片口鉢

時期：Ⅳ期

底径：14.1ｃｍ

残存：底部1/５

珠洲焼の時期は、［吉岡1994]にもとづく

67ＴＳＫ10西側出土

差歯下駄(歯部）

材質：杉(柾目）

長さ：7.3ｃｍ

幅：10.8ｃｍ

厚さ：0.7cｍ

1１

第１１図戸頭・田中地区出土遺物

５

「（ソ-－（

0m辿山山辿幽IlliIllllllllllp６

(S=1/4） 20cm、

３万年地区試掘調査

調査原因：広域農道整備事業による農道新設(公共事業／新潟県）

調査期間：平成15年５月12日、１３日

調査面積：5211f(開発面積の39％）

調査概要：調査地点は自然堤防上に立地し、標高は約3ｍである(第12図)。付近に周知の埋蔵文化財包蔵地

は存在しない｡試掘対象区域は､工期の関係から自然堤防にかかる農道新設部分約1,330㎡のみを対象とした。

調査にあたっては4か所のトレンチ(以下、Ｔと略す)を設定し、３×3ｍ、深度2ｍを目途に掘削した(第13図)。

土層の堆積情況は後背低地の1.2Tと自然堤防上の3.4Tで大きな違いが見られ、前者は盛土直下から青灰

色の還元層があらわれる水成堆積、後者は土壌化した暗褐色腐食土層を主体とする(第14図)。

調査の結果、第２Tで杭列が検出されたが、先端部に機械による切断痕が観察されたため、近・現代の遺

構と判断した。遺物は2Tで杉製の木製品2点、３Tで陶磁器片1点、４Tで陶磁器片3点が出土したが、いずれ

も近世以降のものと思われる。

調査の結果、近世以前の遺構・遺物は確認されなかったが、３．４Tの堆積情況を見ると、自然堤防を中

心に明確に土壌化した地層が存在するため、周辺に未発見の遺跡が存在する可能性は高いと言える。

９
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八

1０

万年地区土層柱状図(S=1／20）

（c、）

第１４図

第１３図万年地区トレンチ配置図(S=1／1,500）
５０ー

1１ 200ｍ第１２図万年地区調査地位置図(S=1／5,000）
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1５０

互層となっている(第17図)。遺構・遺物は発見されなかった。

1Ｔ
ロ

雨
４

青灰色

シルト

４戸頭地区試掘調査

調査原因：集合住宅の建設(民間事業）

調査期間：平成15年８月20日

調査面積：５２㎡(開発面積882㎡の約6％）

調査概要：中ノロ川の自然堤防上に立地し、標高は約1.5ｍである。東側50ｍに周知の埋蔵文化財包蔵地で

ある浦廻遺跡が存在する(第15図)。

調査にあたって、３６×3.6ｍのトレンチを4か所設定した(第16図)。掘削は重機を使用して深さ約2ｍを目

途に掘り下げ、遺構・遺物の有無を調査し、土壌の堆積状況を観察・記録後、埋め戻した。

土層は地表面から約70～120ｃｍが盛土で、その下に水田耕作土が堆積し、以下は細砂・粘土・シルトの

ヴ

瓢
４

5０

1００

第１５図戸頭地区調査地付置図(S=1／5,000）

青灰色

シルト

2Ｔ 4Ｔ

■ ■

５上新田地区試掘調査

調査原因：工場および駐車場の造成(民間事業）

調査期間：平成15年11月17日～11月20日、平成16年３月9日、平成16年12月15日～21日

調査面積：493㎡(開発総面積28,990㎡の1.7％）

調査概要：調査地は、信濃川の自然堤防上に位置し、標高は約6ｍである(第18図)。調査地の北西約500ｍ

に周知の埋蔵文化財包蔵地である古町遺跡(中世)が存在する。

調査区は駐車場予定地である北区・南区、切削工場建設予定地である東区の3地区からなる。調査にあた

り、３８か所にトレンチ(4ｍ×4ｍ。以下Ｔと略す)を設定した(第19図)。掘削は重機を使用して深さ約2ｍま

で掘り下げ、遺構・遺物の有無を調査し、土壌の堆積状況を観察・記録後、埋め戻した。

層序は南区・西区・東区で連続性が認められるが、北区および東区北側では圃場整備の際に地表面が撹

一１１－

第１６図戸頭地区トレンチ配置図(S=1／1,000）
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第１７図戸頭地区土層柱状図(S=1／20）
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暗灰色土
、

乱されており、南区・西区との明確な対応関係が見出せない(第20図)。

５１第２層鯖灰色粘土)は層中に葦などの水生植物の遺体が多く混入しておりＹ潟や沼などの低湿地環境に

あったことが想定できる。一方、５T第６層(暗灰色粘土)は他の層と比べて土壌化が進み、陸化した状態にあ

ったことが推定された。この層は南区・東区を中心に分布しているｄ

調査の結果、遺構・遺物は確認されず、調査区域内に遺跡は存在しないものと考えられる。

第２０図上新田地区土居柱状図(S=1／20）

1２

／
第１９図上新田地区トレンチ配置図

（S二1／4,000）

２００
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第１８図上新田地区調査地付置図(S二1／5,000）
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６新飯田地区試掘調査

調査原因：特別養護老人ホームの建設(民間事業）

調査期間：平成16年６月15日～18日、８月２日

調査面積：338㎡(調査対象面積5,653㎡の約6％）

調査概要：調査地は白根市南部、標高約5ｍの後背低地にあり、東から西に向かって緩やかに傾斜している

（第21図)。周知の埋蔵文化財包蔵地として、付近に古町遺跡、新飯田館跡が存在する。

調査にあたって、２６か所のトレンチ(3.6×3.6m)を設定した(第22図)。掘削は、重機を使用して2ｍを目途

に掘り下げ、遺構・遺物の有無を調査し、土壌の堆積状況を観察・記録し、埋め戻した。

表層は耕作等による撹乱をうけているものの、堆積の変化が少なく、層序は把握しやすい。各層とも未

分解の植物遺体を多く含んでおり、低湿環境下にあったことがわかる(第23図)・遺構・遺物は確認されな

かった。

第２２図新飯田地区トレンチ配管図(S二1／1,000）
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7上下諏訪木地区試掘調査

調査原因：複合大型店舗の建設(民間事業）

調査期間：平成16年６月24日～７月１日

調査面積：680㎡(開発総面積約40,673㎡の1.67％）

調査概要：白根市中央部中ノロ川寄りの後背低地中に位置し、付近の標高は0.7ｍほどである(第24図)。南

側130ｍには周知の埋蔵文化財包蔵地である浦廻遺跡(鎌倉末期～南北朝)、200ｍ南方には前遺跡(鎌倉～室

町)が存在する。

調査は、3.6×3.6ｍのトレンチ(以下、Ｔと略す)を任意で45か所設定し(第24図)、重機を使用して2ｍを目

途に掘り下げ、遺構・遺物の有無を調査し、層の堆積状況を観察・記録し、埋め戻した。

土層は低湿地性の堆積で、水田耕作土の直下に薄いガツボが堆積し、以下は粘土、シルト、砂の互層か

らなる(第25図)。トレンチによっては地下1～1.5ｍに暗褐色の綴密な粘質シルト層(足跡遺構検出層)が存在

し、調査区の東側を中心に分布している。現地形の観察から、微高地状の高まりをなすものと推測される。

調査区南東部と北端で足跡が73歩検出されている(第26図)。足跡群は暗灰色シルト層(61第６層)の上面で

確認されており、洪水による薄い砂層に覆われているｑ歩幅と歩行の方向が明確に捉えられるものは4グル

ープ認められる(第26図)。歩幅はＩ群で24cm､n群で平均22.8ｃｍ、Ⅲ群で平均34.6cm、Ⅳ群14cm、全体の

平均は25.6ｃｍである。足のサイズは18ｃｍ～25ｃｍが最も多く、最小が11ｃｍ、最大が32ｃｍ、平均は20.2ｃｍで

ある。大きさはばらつきが大きく、大人、子供の判別は難しい。

当初、この足跡群は水田遺構に伴うものと考え、トレンチを拡張し、精査したが、畦畔等は確認できな

かった。

遺物が全く出土していないため、足跡の時期についても不明であるが、約200ｍ南に位置する前遺跡から

は13世紀後半～14世紀にかけての遺構・遺物が出土していることから、この近辺に未発見の遺跡が存在す

る可能性が高い。

県教育委員会ど取扱いについて協議した結果、時期が明確でないこと、畦畔などの遺構が検出されてい

ないことから、遺跡とするには根拠に弱いため、埋蔵文化財としては取り扱わないこととした。事業者に

は慎重な工事をお願いした上で、工事着工とした。

第24図上下諏訪木地区調査地付置図(S二1／5,000）

－１４－
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８大郷地区試掘調査

調査原因：信濃川下流堤防強化対策事業による堤防拡'脇(公共事業／国土交通省）

調査期間：平成16年８月４日～８月18日

調査面積：590㎡(開発総面積27,00011fの22％）

調査概要：調査対象地域は白根市北部、信濃川左岸の笈要地方道路新潟大外環状線大郷橋下流から国道460

号臼井橋上流までの約1,350ｍ、幅約20ｍの堤外地である(第27図)。現集落は堤防の内側に沿って南北に連

なっているが、これは明治年間の堤防新設にともない移転したもので、それ以前の集落は信濃川沿いに立

地しており、現在も堤外地に旧堤防の跡が見られる。付近に周知の埋蔵文化財包蔵地は存在しない。

標高は2ｍ～4ｍと、場所によってばらつきがあるものの、南に向かって徐々に標高を増している。湧水

が少なく地盤は良好である。

調査にあたって、４×4ｍのトレンチ(以下、Ｔと略す)を45か所設定した(第28図)。掘削は重機を用い、２．５

ｍを目途に掘り下げ、遺物・遺構の有無を調査し、層の堆積状況を観察・記録し、埋め戻した。

調査区はほぼ全域にわたって1ｍほど盛土されている。堆積は細砂とシルトの互層を主体とし、腐食は少

なく、土壌化は弱い。傾向としては、灰白色のシルト・細砂からなり、層のしまりが良好な場所(3T、１１T、

２０T､26,と青灰色砂･シルト・粘土の互層からなる還元の強い場所(34T､36r､44T､45,に分けられる(第29図)。

遺構は34T、４５Tで杭列、３６Tで溝状遺構が検出されているが、いずれも近世以降の遺物を共伴している。

遺物は1T、４T、２３T、２６T、３２T、３６T、３８～41T、４４T、４５Tで出土している。時期は、江戸～昭和までと幅

広い。多くは陶器の破片である。盛土直下から一括で出土しているため、盛土直前に廃棄されたものと思

われる。以下に特徴的な遺物を図示する。

第30図1は瀬戸・美濃の杯で、日章旗と旧日本陸軍の

シンボルマークである星がプリントされており、「念

（記念か？)」の文字が見える。成形は石膏鋳型による。

任務等を終え、復員した部隊に記念品として配られた

ものと思われる。戦中～終戦直後のものか。

第30図2,3,4は目薬ピンである。第30図2は青色のガ

ラスビンで､一方の面に｢ROHTO｣のロゴがある。形態

的には両口式点眼ピンとされるもので、昭和6年(1931年）

に発明され、昭和30年代まで流通していた。

第30図3は飴色のガラスビンで、ロゴはそれぞれ、「東

京⑦｣、「膳用目薬｣とある。一方の側面に点眼用のスポ

イトを収納するための凹みがある。スポイト式の点眼

は明治～昭和初期にかけて行なわれていたため、本品

もその時期に生産されたものと思われる。

第30図4は群青色の長頚のガラスビンで、胴部各面に

「一方水」、「IPOUSUI｣、「資生堂｣、「SHESEIDO｣の

ロゴがある。「一方水｣は明治から大正時代にかけて製

造されている。

第30図5は行平鍋で、１８世紀未～19世紀に生産された

陶器である。底部のみの残存である．内面には鉄紬が

施され、外1ｍは無紬である、第30Ⅸ'6に新派Ilj江内遺跡

出ｆ品を参与掲載した、

９１'１帳地区試掘調査

調ｲf脈lﾉ<l：住宅地造成(LtlH1''1F業）

,淵介期間:､'た成16年81'2011

1凋介ｌｍ枝：６４㎡(|ﾙ1発総|、枝2,761nfの約２３％）

1６

１１１ S＝1/50,000 2.5kｍ

第２７図大郷地区調査地位置図(S=1／50,000）
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調査概要：白根市中央部、中ノロ川寄りの後背低地に位置し、標高は約0.8ｍである(第31図)。付近には周

知の埋蔵文化財包蔵地は存在しない。調査にあたっては、４×4ｍのトレンチを4か所設定した(第32図)。掘

削は重機を用いて、２ｍを目途に掘り下げ遺物・遺構の有無を調査し、層の堆積状況を観察・記録し、埋め

戻した。

土層は表面の水田耕作土を除き、粘土・シルトと砂からなる水成堆積であるが、細砂とシルトが主体で、

しまりは良い(第33図)。遺構・遺物の出土は見られず、遺跡は存在しないと思われる。

10茨曽根地区(拾参番割遺跡)試掘調査

調査原因：駐車場造成(民間事業）

調査期間：平成16年11月22日～24日

調査面積：192㎡(開発総面積11,333㎡の約1.7％）

調査概要：白根市南部の後背低地に位置し、標高は約3ｍである(第34図)。付近に周知の埋蔵文化財包蔵地

は存在しない。調査にあたって、４×4ｍのトレンチ(以下γ、を11か所設定した(第35図)。掘削は重機を使用

して2ｍを目途に掘り下げ、遺物・遺構の有無を調査し、層の堆積状況を観察・記録後、埋め戻した。

堆積は粘土･シルトの互層であるが、用水を挟んで東側が低湿地性の堆積、西側は安定した地盤となる(第

３８図)。８rl第６層暗灰色腐植土)が平安時代の遺物包含層、８１第７層(青灰色シルト)上部が遺構確認面である。

遺構、遺物はともに8Tで確認されている。深さは地表から約150ｃｍである。

遺構は､溝状遺構１条､円形ピット２基が検出された(第36図)｡溝状遺構(SD1)は幅約22ｃｍ､深さ約20ｃｍで、
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第３２図白根地区トレンチ配置図(S=1／500）
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暗灰色

シルト

北東方向に向かっている。覆土は黒色炭化物を多く含む粘質土である。円形ピットはP1が直径22ｃｍ、深さ

約30ｃｍ、Ｐ２は直径約20ｃｍ、深さ約25ｃｍを測り、覆土はSD1と同様に黒色の炭化物を多く混入する。

遺物は、土師器の無台椀が１点出土した(第36.37図)。底部に糸切痕が残り、内面は黒色処理されている。

おおむね10世紀前半の所産である。

遺跡範囲は盛土して駐車場となるため、工事による影響はないと判断し、文化財保護法上の手続きを行

い、慎重工事とした。なお、本遺跡は平成16年12月16日付で周知し、小字名より拾参番割遺跡と命名した。
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第３５図茨曽根地区トレンチ配置図(S=1／21000）
下線のトレンチは遺構・遺物が確認されたもの。
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11下塩俵地区試掘調査

調査原因：排水機場移転にともなう河道掘削(公共事業／農林水産省北陸地方整備局）

調査期間：平成17年１月25日

調査面積：４５nf(開発面積約9,000㎡の約0.5％）

調査概要：白根市北端の自然堤防上に位置し、標高は0.54ｍである(第39図)。付近に周知の埋蔵文化財包蔵

地は存在しない。トレンチ(以下Tと略す)は4×4ｍ、４×7.2ｍの2か所を設定した(第40図)。掘削は重機を使

用して2ｍを目途に掘り下げ、遺物・遺構の有無を調査し、層の堆積状況を観察・記録後、埋め戻した。

堆積は１，２Ｔとも粘質シルトを主体とし、２Tでは若干粘土質となる(第41図)。しまりは比較的良好で、湧

水は少ない。２T第８層から操の混入が目立ちはじめ、２T第11層は多量の操を含む。遺構・遺物の出土は認

められなかった。

第41図下塩俵地区土居柱状図(S=1／20）第40図下塩俵地区トレンチ配置図(S=1／3,000）
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平成13年度～16年度にかけて市内で実施した試掘調査11件について今回、報告を行った。白根市はかねて

より遺跡の少ない地域と言われてきたが、一連の調査により、沖積面に埋没した遺跡の存在が明らかになっ

ている。

試掘調査により新たに発見された遺跡は2遺跡で、前遺跡では鎌倉時代の遺構・遺物が、拾参番割遺跡では

平安末期の遺構・遺物が検出され、特に拾参番割遺跡の発見は、白根市の歴史を平安時代まで湖らせること

となった。また、上下諏訪木地区で発見された足跡群は、付近に遺跡が存在する可能性を示唆している。

遺構・遺物が確認されなかった調査については位置図と土層柱状図のみの掲載となったが、地下の状況に

ついての情報を蓄積させることで、試掘の要否判断をより容易にし、効率的な埋蔵文化財保護につながるも

のと考える。

ほぼ全域が沖積層からなる白根市では、本文でも述べたとおり遺跡が地中深く埋没していることが多く、

地表面も圃場整備による地形の改変が激しく、表面観察による遺跡の把握が困難である。このため、遺跡の

把握は試掘調査にその多くを負っているのが実状である。

試掘調査は基本的に開発事業に伴って実施するため、事業の早期把握が埋蔵文化財の保護に与える影響は

非常に大きいｄ開発事業のチェックシステムの確立と予算措置が必要不可欠であるが、幸いにして関係各位

の理解と協力を得られ、急な開発にも即応できる体制を整えることができた。

白根市がこの3か年に実施した試掘調査は矛平成13年が2件、平成15年が3件、平成16年が7件と増加の一途

を辿っている。今後、民間事業への対応が主体となることが想定されるため、埋蔵文化財保護行政への理解

と協力について、一層の普及・啓発が必要となろう。

最後に、発掘調査および本報告書作成にあたりご支援、ご協力をいただいた諸氏、関係機関、事業者各位、

土地所有者に対し、この場を借りて厚く御礼申し上げる。

第２表白根市内埋蔵文化財発掘調査・工事立会等件数(Ｈ13～16）

2２

（）内は公共事業

数値は平成17年３月１１日現在。調査件数は白根市教育委員会が実施したもののみ。

Ⅲ章おわりに

年度 照会‘
協
一

。
』数 工事立会 試掘調査 確認言司査 本言司査

平成1３ ０ 2(1) ０ ０
ー

、
一 z成1４ ６ ２ ０ ０ ０
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●
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北都編集部ほか１９８９「第三編近世」「白根市史巻七通史」白根市

保坂和博１９９７『山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第133集大師東丹保遺跡Ⅳ区」山梨県教育委員会

本間克成ほか２００３『一般国道8号白根バイパス関係発掘調査報告書浦廻遺跡」新潟県教育委員会

本間敏則２００４「第二章第二節一」「吉田町史通史編上巻」吉田町

本間信昭ほか１９７６「新潟県埋蔵文化財調査報告書第５集茶院遺跡」新潟県教育委員会

松下正司編１９８４「日本の美術第215号草戸千軒町遺跡」至文堂

神子島義平１９８１「地形・地質」「三条市史資料編第１巻考古・文化」三条市

水津幸一１９９３「中条町埋蔵文化財調査報告第２集奥山荘城館遺跡調査報告第１集江上館Ｉ」中条町教育委員会

１９９４「中条町埋蔵文化財調査報告第６集奥山荘城館遺跡調査報告第２集江上館Ⅱ」中条町教育委員会

１９９５「中条町埋蔵文化財調査報告第８集奥山荘城館遺跡調査報告第３集江上館Ⅲ」中条町教育委員会

１９９６「中条町埋蔵文化財調査報告第10集奥山荘城館遺跡調査報告第４集江上館Ⅳ」中条町教育委員会

１９９７「中条町埋蔵文化財調査報告第13集奥山荘城館遺跡調査報告第５集江上館Ｖ」中条町教育委員会

八川寿美恵１９７８「潟名を媒体とする地域考察一新潟県白根市の場合一」

安井賢ほか２００１「越後平野中央部・白根地域における完新世の環境変遷」「第四期研究」４０２日本第四紀学会

山口栄一１９９６「城願寺と隣接民家跡」「巻町史資料編第１考古」巻町

山本肇１９９６「越後平野における弥生時代～中世の遺跡の立地とその変遷」「第四期研究」３５３日本第四紀学会

吉岡康暢１９８９「総論珠洲古陶」『珠洲の名陶』珠洲市立珠洲焼資料館

１９９４「中世須恵器の研究」吉川弘文館

渡漫ますみ1994「緒立C遺跡発掘調査報告書」黒埼町教育委員会

１９９８「第２章原始・古代一緒立遺跡一第３節第３項奈良・平安時代の遺物1」「黒埼町史資料編１原始・古

代・中世編」黒埼町
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所収遺跡／調査区 所在地
コー ド

市町村 遺跡番号
調査期間 調査原因

北田中地区
白根市大字北田中字宮下

632-1番地ほか
(試掘調査） Ｈ13.7.18 中継ポンプ場の建設

前遺跡(戸頭･田中

地区）

白根市大字田中字前66番地

ほか
1６

Ｈ13.12.3

～Ｈ14.8.8
複合大型店舗の建設

万年地区 白根市大字万年256番地ほか (試掘調査） Ｈ15.5.12.13 広域農道の新設

戸頭地区
白根市大字戸頭字村中7292

番地ほか
(試掘調査） Ｈ１5.8.20 集合住宅の建設

Ｈ15.11.17

上新田地区
白根市大字上新田字居廻1077

番地ほか
(試掘調査）

～Ｈ16.3.9

Ｈ16.12.15
工場および駐車場新設

～12.21

新飯田地区
白根市大字新飯田仲作2542

番地ほか

15220
(試掘調査）

Ｈ16.6.15

～8.2

特別養護老人ホームの

建設

上下諏訪木地区
白根市大字上下諏訪木字論地

8591番地ほか
(試掘調査）

Ｈ16.6.24

～7.1
複合大型店舗の建設

大郷地区 白根市大字大郷堤外地 (試掘調査）
Ｈ16.8.4

～8.18
堤防拡幅

白根地区
白根市大字白根字杉菜方

1081番地
(試掘調査） Ｈ16.8.20 住宅地造成

拾参番割遺跡

(茨曽根地区）

白根市大字茨曽根字拾参番割

8540番地ほか
1９

Ｈ16.11.22

～11.24
駐車場新設

下塩俵地区
白根市大字下塩俵字土居内

9351番地ほか
(試掘調査） Ｈ17.1.25 河道掘削

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

前遺跡 遺物包含地 中世 溝､土坑、ピット 珠洲焼、下駄

拾参番割遺跡 遺物包含地 平安 溝、ピット 土師器
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